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ＩＣＴドリームスクール実践モデル活用プラン案（同実証地域）の公募について

公募期間

○ ８月から（１ヶ月程度）

公募内容

実証地域の提案主体

○ 提案主体は、学校、自治体、民間企業、ＮＰＯ法人、研究機関等、及びそれらの連携
（小学校、中学校、高等学校、中等教育学校又は特別支援学校の児童生徒を対象に、ＩＣＴドリーム

スクール実践モデル活用プランを実施しようとする者）

その他

○ 応募のあった提案については、外部有識者による評価会の審査を経た上で、実証地域を決定すると
ともに、ＩＣＴドリームスクール実践モデル活用プラン案を第３回ＩＣＴドリームスクール懇談会
の議論に反映する。

○ ＩＣＴドリームスクール実践モデル案を以下のとおり示した上で、具体的な実践モデル活用プラン案
を公募する。
①モデル１（学校・家庭・地域の学びの連携型）

・クラウド等を活用して学校・家庭・地域の学びの連携により「いつでも」「どこでも」学習できる
環境を実現

・学習記録データ等を活用した児童生徒の学習進捗度に応じた学習環境を実現
②モデル２（地域活性化・まちおこし型）
・クラウド等を活用して、学校教育と民間教育の連携による地域活性化・まちおこし型の教育環境を実現

③モデル３（最先端学習スタイル型）
・ＩＣＴの効果を最大限取り入れた最先端学習スタイル型の教育環境を実現
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ＩＣＴドリームスクール懇談会の今後の進め方
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（中間とりまとめ）

公募＆選定

実践モデル活用プラン案

懇談会成果を
事業計画へ反映

事業計画策定 実証事業

ＩＣＴ実践モデル案
の提示

実証地域募集
へ反映

実践モデル
活用プラン案

実践モデル
の評価

評価会※

審査 選定

ＩＣＴドリームスクールが
目指すべき方向性
・実践モデルの公表
・技術や海外動向の把握と
さらなる実践モデルへの展開

懇談会と
実証事業の
シームレスな

連携
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